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鉄 さ び の 防 食 性 能 は 、 さ び の 緻 密 性 や 鉄 基 板 と の 密

着 性 が か ら ん で き ま り ま す 。  

 

 鉄 さ び は 赤 、 茶 褐 色 、 黒 の 色 を 持 ち 鉄 を 覆 っ て お

り 、 鉄 さ び の 耐 食 性 は 色 よ り も む し ろ さ び の 生 ま れ

方 に 依 存 し ま す 。  

 

 さ び の で き 方 に は 、 鉄 か ら 溶 け 出 し た 鉄 イ オ ン が

水 中 で 水 酸 化 鉄 と な り 沈 殿 し て で き た さ び と 、 鉄 が

水 と 反 応 し て 直 接 に F e 3 O 4 や オ キ シ 水 酸 化 鉄

F e O O H と な り 不 動 態 膜 と な る ２ 種 類 に 分 類 さ れ ま

す （ 図 １ ）。  

 前 者 で は 、 鉄 基 板 の 上 を 覆 っ て い る が 鉄 と の 密 着

性 は 乏 し く 、 ま た 、 さ び の 結 晶 も 大 き く 、 た く さ ん

の 孔 を 有 す る 。 こ の よ う な さ び の 防 食 性 は 乏 し い 。 

一 方 、 薄 膜 水 （ 1 0 0 μ 以 下 位 ） や ア ル カ リ 溶 液

（ p H 1 2 以 上 ） で は 水 と 直 接 反 応 し て で き た さ び は

不 動 態 膜 を 形 成 し 、 防 食 性 を 発 揮 し ま す 。  

  



1 . 沈 殿 さ び の 生 成  

ア ノ ー ド 反 応 ： 2 F e = 2 F e 2 +  ;  4 e -       ( 1 )  

カ ソ ー ド 反 応 ： 2 H 2 O + O 2  + 4 e - =  4 O H -       ( 2 )   

全 体 反 応 ： 2 F e + 4 O H - = 2 F e ( O H ) 2 → F e ( O H ) 3     ( 3 )  

最 終 的 に は 、 F e 2 +
イ オ ン が 沈 殿 し て 水 酸 化 物 と な り 、

結 晶 化 し て 黒 色 の マ グ ネ タ イ ト F e 3 O 4 や 赤 茶 色 の

F e O O H （ 図 ２ ） と な り ま す が 、 防 食 性 能 は 乏 し い 。 

2 . 不 動 態 膜 の 生 成  

 F e ( O H ) 2 や F e ( O H ) 3 の 溶 解 度 が そ れ ぞ れ 1 0 - 1 5
や

1 0 - 3 8
と 非 常 に 小 さ い の で 、 薄 膜 水 下 や ア ル カ リ 溶

液 な ど に 限 り 、 下 記 の 反 応 が 一 気 に 起 こ り 鉄 表 面 を

覆 い 、 不 動 態 化 さ せ ま す 。 図 3 よ り 、 薄 膜 水 下 で は

鋼 の 腐 食 電 位 が 非 常 に 高 い の で 、 不 動 態 化 し て お り 、

一 方 、 バ ル ク 水 中 で は 腐 食 電 位 が 低 い の で 活 性 態 に

あ る こ と を 示 し ま す 。  

 ア ノ ー ド 反 応 ： 3 F e + 4 H 2 O = F e 3 O 4 + 8 H + + 8 e -  

 ア ノ ー ド 反 応 ： 2 F e 3 O 4 + H 2 O = F e 2 O 3 + 2 H + ; 2 e -  

 

    

   

 

図 １ ． 薄 膜 水 お よ び バ ル ク 水 中 の 鋼 の 腐 食 挙 動  

 



   

 

図 ２ ． レ ピ ド ク ロ サ イ ト γ － F e O O H の 電 顕 写 真  

 

 

 

       
図 ３ ． マ グ ネ タ イ ト の 電 顕 写 真  


